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ま え カ1 き
老人いといの家と総称される老人のための地域厚生施設は、各自治体で漸
次建設される様に念ってきているのとの老人いといの家は、老人の福祉の向
上のため、主pもtてリクリエーションの立場から、昼間の生活の場を与えると
とを目標Kして整備されつつあるものである。本稿は、老人のための地域施
設の計画論をもとめる一助V亡すベ〈、住宅地として目黒区をえらび、とれら
の施設の倶肋ゐら、その利用の状況をできるだけ〈わしく調査検討した結果を
まとめたものである。
目黒区K卦ける老人いといの家は7施設あるが、東京都区部Kは約10 0 
施設を数え、老人人口（ 6 0オ以上） 7.000人K対し1施設という状況K
ある。建物は平均15 0 mi程度であってRC造が60 ＇－＇をしめる。区民館や
福祉会館念どK併設されている例もあb、和室を中心U亡、娯楽患ホール、
浴室、相談室、機能回復訓練室まどをい〈っかあわぜて構成されている。
6 0オ以上の老人K対して原則として無料で、昼間？時～5時まで自由K利
用できる形式をとっている。
使われ方Kついての分析結果は、第I編K要約したが、とれら施設の側か
らの芳IJ用を検討するととは、計繭論の一部をま？なうととはできてもそれだけ
では不充分であって、矛lj用者bよび利用してい念い人達の要求・意識を併せ
知るととが、次に必要と考えられる。とのため、同地区の在住老人から、 60
オ、 70オ、 80オ代の老人15 0名を任意K抽出し、老人の生活の状況と
意識とを 16項目について、インタピュー調査を行ったが、との結果を第E
編に要約しめした。本来老人の地域厚生施設のあり方は、高年令婦の世帯K
対する住宅を今后どの様K考えてゆ〈かというとと h不可分の関係Kあり、
それらの体系の中で検討してゆ〈ととが重要と考えるが、第一段階の成果と
して本研究の内容をとらえ、今后その方向vc:l>-いて研究を発展さぜてゆきた
いと思う。
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図－ 1 施設別累積分布図
老人いこいの家の使われ方調査
施設登録者の利用距融分布
1. 地域施設を剰用する場合Kは、施設の分布すなわち施設の近さが利用の
一因K念っていると思われるが、目黒区の老人クラブの場合Kはどうであ
ろうか、その様念状況を見るためK、目黒区の老人クラブが利用の際K登
録した名簿を利用して（区内の 60オ以上の老人人口の約6.5 %がとれら
の老人クラブK登録している）、利用者の住所を地図上Kプロットし、施
設までの直線距離を測定した上で直線距離別K頻度累積してみた。との結
果は図－1の様K念っている。
2. 前記の結果を更K簡単K指標化するものとして次l'L50%利用距離（注
5 0 %分布距離とは、施設を中心K、登録者の住所の近いものから累積し
ていった時、全登録者の 50%1'L丁度達した時の距離を言う。 90 %分布
距離も同様の意味に用いる。）を設定して見ると表－1の様K念っている。
施設名 登録者数 男 女 50%：分布距離 90係分布距離
上目黒老人クラブ 264人 46% 54% 430M 1160M 
中目黒老人クラブ 1 4 8人 40% 60% 450M 1 3 2 0 M 
下白黒老人クラブ 64人 34% 66% 470M 990M 
向原老人クラブ 1 6 7人 34% 66% 3 1 0 M 630M 
八雲老人クラブ 8 8人 34% 66% 560M 1250M 
ラ自由フク丘老人ク 1 2 0人 33% 67% 530M 1450M 
福祉センター 840人 42% 58% 1 2 4 5 M 2000M 
表－1 施設利用者の 50%と90 ~何lj用距離
5 0 ~同lj用距離は、福祉センターを除き平均 4 3 0 M、90 %利用距離は
同様 1,130Mである。全体に（福祉センターを除き） 8 0 0 M程度まで
は平均K分布している。福祉センター老人クラプは、その目的Kも関連し
ているが、分布距離は大きく約2倍の分布圏域を持っている。男女比を見
ると各施設とも女子の登録者が多い。ち念みに目黒区Kなける 60オ以上
の人口の男女比は 47 : 5 3である。
施設幸IJ用者の利用距離分布
互 各施設の 1カ月間の利用者の調査を行い、前記と同様l'L5 0係矛IJ用距
離等を見ると表ー 2 の様l'L~ る。
施設名 Iti議離は品重離
6つの老人クラ
フlの斗ι均
福祉センター老
人クラフ
430 
920 
870 
2000 
備 考
500M程度から急激する
1500M H ， 
表－2 施設利用者の芳I］用距離
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登録者の利用距離よりは、実利用者の芳lj用距離の方が短かい、しかし
5 0 9何lj用距離ではあまり変わらず、 90~刺用距離で、 3 0 0 M程短か
〈念っている。目黒区の南部Vてある老人クラブは刺用距離が短かく、北部
住宅地Kある老人クラプは利用距離がやや長い。 50~利用距離で 1 0 0 
～150M 、 90~赤IJ用距離で 2 0 0～300M違う。福祉センターと他
の施設との比較ではセンターは知名度が高〈、社会教育施設的色彩もある
ので、利用距離も長〈念っている。しかし登録距離よりは短かい。
年代別と男女別の刺用距離
4. 年代別~ 5 0 ~、 9 0 ~;fl］用距隊Kついてみると表－ 3 の様K念ってい
る。
50%矛lj用距離 90%利用距離
60オ代 70オ代 8財代 60オ代 70オ代 80オ代
6官。老人クラ
プの平均 4 1 OM 4 1 7M 4 6 OM 983M 881 M 745M 
実歩おけ｜ 883M ¥ 978M ｜円56川 200川 1附 M配叫山｜ほ閣2却00叩OM
表－ 3 年代別利用距離
50%利用距離でみると、年代の差ははっきりしてい念いが、 90%刑
用距離では高年令年代の剰用者の利用距離は 200M程度bちる。
5. 男子と女子の 50 係、 90~利用距離Kついてみると表ー4 の様K念っ
ている。
50%剰用距離 I 9 o仰 j用距離
男｜女｜男 l女
6つの老人クラブの平均 148 8M I 40印 11040MI 830M 
福祉センター老人クラブ I821M I 1109M I 2000M I 2000M 
表－4 男女別利用距離
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男子と女子の利用距離の差は、 6つの老人クラブの場合、女子の方が刺
用距離が若干短か〈念る傾向がある。
利用者の交通手段
6. 6つの老人クラブの利用者の来館手段は9 0 ～ 98~が徒歩Kよってい
る。少数の交通機関刺用者は、パス芳I］用が多〈、自転車利用は念い、自家
用車送迎は少念い。福祉センターは徒歩剰用者が67 ~で、その他はパス、
電車等を利用する者が多い。
z 徒歩による利用者の 90%利用距離は表－5の様に念っている。
施 設 名 徒刑歩芳用I］用者の距90離% 
上目黒老人クラブ 8 7 0 
中目黒老人クラブ 7 6 0 
下目黒老人クラブ 6 0 0 
向原老人クラブ 6 2 0 
八雲老人クラブ 7 9 0 
自由ク丘老人クラブ 9 4 0 
福祉センタークラブ 1 3 4 0 
表－5 徒歩利用者の 90%赤I］用距離 ( M ) 
6つの老人クラブは 60 0～900Mで、福祉センターの場合13 0 0 
M程度K念るが、徒歩以外の利用者も含めた分布より、福祉センターは特
K狭い範囲に在る。
利用者の施設滞在時間
施 設 名 男子 女子 平均
上目黒老人クラブ 1 7 0 2 1 0 2 0 0 
中目黒老人クラプ 1 7 0 ? 1 0 ワnn 
下目黒老人クラブ 2 0 0 2 5 0 2 4 0 
向原老人クラブ 2 2 0 1 8 0 1 9 0 
八雲老人クラブ 2 3 0 3 0 0 3 0 0 
自由ヶ丘老人クラプ 2 2 0 2 4 0 2 3 0 
福祉センタークラブ 1 9 0 2 1 0 2 0 0 
表－6 施設滞在時間 （分）
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8. 福祉センターを除＜ 6つの老人クラブでは、滞在時聞の平均は5時間半
～5時間程度で、女子の方が滞在時間は一般K長い。 2時間以下で帰るも
のも少〈念い。 6時間以上滞在する例は、八雲老人クラプの女子（ 5 0 ~ 
近い利用者がそれKあたる。）を除き一般1'(15~程度の利用者がそれに
あたっている。
利用者数と頻度
頼者 平均 矛l開回数別実利用者数
利用
2岡～5r ～0回n～回 ~~～回JC(田トメ〆日 回数 1回
上ク目ラ黒ブ老人 1 9.8 86 5.1 14 49 1 0 ？ 4 。
中目黒老人 21. 9 43 1 0.7 3 1 3 7 8 1 0 2 クラブ
下目黒老人 1 Z3 85 4.2 25 39 1 1 8 2 。クラブ
向原老人 1 6.7 52 7.1 6 23 1 0 6 4 3 クラブ
八雲老人 1 6.9 62 5.9 1 7 27 1 1 6 。クラブ
人自由ククラ丘ブ老 20.5 1 0 2 4.4 28 45 20 7 。
観 bセンター 45.4 2 24 4.9 43 127 29 1 5 9 1 
表－7 利用者数と頻度
役 1カ月聞に区の老人いといの家を利用した者は合計65 4人で、区内の
6 0オ以上の老人人口の 2.5 ~ vcしかすぎまい。極めて低率である。登録
者の約 5割しか使ってい念い。利用回数は平均6回であり、 10回を越す
施設もあるが、利用者Kとって老人いといの家の生活は、全生活の一部分
にしかすぎ念いという状況をみせている。同一人の利用回数は月 2-5回
程度が多〈、ついで月 1回程度が多い。月vc1 6回以上も利用していると
いう矛lj用者は、各施設とも多〈て 10人程までで全体では金利用者の 5%
程度Kしかすぎ念い。
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10.剰用時の1人当り延面積を、平均でもとめてみると、 7.5～9. 8叫仇
程度十てあり、室部分のみでいえば1人あたり 2-3帖の利用というととK
念っている。したがって施設制約型の赤lj用Kなっているわけでは左い。
利用者の変動と生活スケジュール
施設名 刺用者の 矛lj用者の傾向 :;i:1J用のタイプ巾人／日
上目黒老人 1 0～30 昼話スクジュールがあり、向もクラブ し念い日は急激
中目黒老人 1 0～35 卦どりの時聞が決まっている。 ひまつぶし型クラブ 利用数変動少念い。
下目黒老人 6～29 茶道側、書道的K寿l問者多〈、 目 的型クラブ bどりの日帥は少念い。
向原老人 5～29 茶用道者数の時の変聞動が決まっている。 刺 ひまつぶし型クラブ 少念い《
八ク弓雲フ老． 人 5～29 水曇爾の日K矛lj用靖える。
自由ク丘老 4～39 bどりは多〈、茶道は少念い、 目 的型人クラブ 刺用者の変動多い。
福祉センター 8～85 などり、民謡の臼K赤lj用多い。
表－8 各施設月間変動Vてよる利用者の幅
1.利用者の月間変動と天候との関係はあまりみられ左い。強風強雨の日は
やはり少〈念っている。生活スクジュールを持つクラブは芳lj用者は増加す
るが、その内容、指導者Kよって利用者数は変化する。生活スクジュール
は茶道、華道、辛子どり、書道、民謡、水墨画、人形づくり、健康講座等が
用意されている。そして ζれらの用意のされ方で、くひまつぶし型の老人
いといの家〉、く目的型の老人いといの家〉、そのく中間型〉という様K
分けてみるととが出来る。福祉センターを除1号、とのスクジュールは自主
的K編成、自主的K運営されている。したがって生活スクジュールを持つ
程度、内容は多分K利用者の中K指導的念人がいるかどうかKかかってい
る。施設面積Kよって制約をうけるという様子はみられ念い。したがって
くひまつぶし型〉の運営K在っているものは、部屋数を数室もち念;b~ ら 1
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室のみしかつかつて念いという状況K念りやすい。生活スケジュールを多
〈持つと ζろは、とれK対応して室を分けて利用している。
施設内の生活の状況
12.男女が別々の室を利用するもの、同一室K男女がそれぞれ入るもの、の
両方があり、 5室以上の時は男女別々の室を利用するものの他K一緒Kい
る室があるというクースK念っている。男女が別々の室を利用するもので
は、男子は碁、将棋、女子はがどり、民謡を行うといった目的をもった室
剰用が行宏われている。男女が同一室の場合はひまつぶし型に念る例が多
い。年代別K分れるととはほとんど念い。一例だけ高年令膚がいつも一緒
Uてをって一室を占めている例があった。又浴室がある場合、浴室の利用は
高〈、利用者を増加させている。
まとめ
0 地域施設として老人の施設を活用する者の分布範囲は60 0～8 0 0 m 
程度とみるべきである。
0 老人の徒歩圏域は900m程度が上限とみたい。
0 老人いといの家の芳lj用はほとんど徒歩で行念われる。
0 老人いといの家の刑用は女子が多い。しかし広域的念施設として行事等
をもっ場合は男子も多〈念る。
0 ある施設の 50~矛lj用距離の中にいても、他の隣接施設の 9 0 %の刺用
距離tているというクースもあるが、とれは交友の関係から誘引されたもの
である。圏域を 600m程度K考えて施設を整備し、施設を選択できる様
tてするととは望ましい。
0 1カ月間の調査であるが、利用者は区内老人人口（ 6 5オ以上〉の2.5
socしかすぎない。
0 同一人の月間の施設利用回数は平均6回で、多い施設で10回、少念い
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施設で4回である。っきり老人いといの家を利用する老人Kとっても、老
人いといの家の生活は、日常生活の大半を占めるものとは念ってい念い。
0 老人いといの家K公いて、自発的念生活スケジュールを持つ時、利用は
一般に増加する傾向Kある。社会福祉から社会教育の施設K位置づけると
とも必要であろう。生活スクジュールをつぐりだせるための方法も必要で
ある。
0 休憩、集会室、和室の利用は、もし2室以上設けられる時は男女男IJVC利
用する。生活スクジュールを持た念いと、 4室、 5室と室数を増しても矛lj
用は低〈念る。 2階の小室は利用されvc（い。
O 浴室の利用は非常K歓迎される。
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n 老人の生活と意識に関する調査
家族構成について
男 子 女 子
家族構成 平均
65 75 85 65 75 85 
1人で生活し 2.0 9.3 2.2 4.0 1 0.0 2.0 6.6 ている老人
配偶者と生活 86.0 58.1 2 6.7 5 2.0 1 8.0 8.0 1 6.8 している老人
家族と同居し 8 2.0 6 7.4 84.4 8 0.0 88.0 98.0 8 3.7 ている老人
表－9 家族構成
1. 1人で生活している老人の比率は75オK高〈、 65オ、 85オは低い。
7 5オでは10 ~の老人が 1 人で生活している。配偶者と生活している老
人は、年令が高＜~る魯その率は当然高〈念る。女子の方がその比率は低
い。 8f!J近い老人は家族と同居している。女子の場合85オK走ると、ほ
とんどすべてが家族と同居している。男子の75オが低い値を示すが、と
れは中間乏人ともいうべき性格を示すのでは念いか。
家庭内におけるやだんらんZの相手
2. 配偶者とのだんらんのクースは、男子の場合年令が高〈念ると少念〈走
るが、女子はそれ程でも念い。息子、娘とのだんらんのクースは男子の場
合少念〈、女子の方が多い。息子夫婦、娘夫婦の場合は、息子、娘の場合
よりもだんらんのクースは多〈在る。男子の場合65ー 75オという年令
層よりは高年令層の方が高い。女子の場合は一般に高い。孫とのだんらん
はそう多〈念いが、年令が高〈念ると又女子の方が高〈念る。
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卜＼ 6 5オ男子 7 5オ男子 8 5オ男子 6 5オ女子 7 5オ女子 8 5オ女子家族構戎 あんらん 家族構戎あんらん 医んらん家族構戎だんらん家族構戎だんらん家族構戎 あんらんの相手 の相手 ～ の相手 倒苦手 の相手 の相手
1人 2 9 2 4 1 0 2 
配偶者 86 80 58 53 27 1 6 52 4 0 1 8 1 6 8 8 
息子 28 22 9 5 7 4 1 8 8 2 2 2 2 
娘 3 2 20 1 6 ？ 7 7 4 4 1 4 1 4 2 0 2 0 
息子夫婦 44 20 4 6 4 2 53 4 2 52 4 2 54 1 8 56 50 
娘夫婦 6 4 z 2 1 1 1 1 1 0 6 1 2 1 0 1 8 1 0 
孫 38 1 8 5 1 1 2 64 3 3 56 36 7 0 46 8 2 43 
しんぜき 4 2 2 一 1 3 7 5 2 6 4 4 2 
その他 一 2 一 2 ？ 2 4 4 
??
???
（¢〉家族構成はそれぞれの該当者をもっ者の全体K対する 10 0分比表－ 10 
住居について
［＼ 持家 借家 公営ア 私営ア 間借 その他 個室 個室パー ト ノ」ト 所有 ナγ
男子 80 ？ 4 6 86 14 
女子 73 1 3 1 8 4 一 73 1 7 
平均 76 11 6 5 一 79 21 
表－11 男女別居住形態
3. 持家に居住するものが8割近〈、個室を所有するものが8割近いという
状態K念っている。女子の方が個室所有の比率が低いととも特徴的である。
4. 住宅規模を広い、普通、狭いという三段階K分けて、面接者効期j断した（
（感じ〉結果を参考までに記ナと、広い 23~、普通 5 1 ~、狭い 26~
という結果K念った。
健康について
5. 健康状態Kついては、地域施設の利用という観点から、次の5つK区分
してとれ該当させる形で設問した。
健康一ー外出Kまった〈支障念い。
病弱ーー不自由であるが、外出出来念〈は念い。
病休ー全〈外出出来1.c＼（＂＼。
ζの結果をしめしたものが表－12である。
＼ 男子 女子 平均65 75 85 65 75 85 男子 女子
健康 8 4.0 5 3.5 40.9 7 6.0 54.0 24.0 6 0.6 51.3 
病弱 1 4.0 3 9.5 36.4 2 0.0 3 8.0 4 8.0 2虫235.3 
病体 2.0 zo 22.7 4.0 8.0 28.0 1 0.2 1 3.3 
表－12 健康状態について
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全体
55.7 
3 2.4 
1 1.8 
6. 表の様K、65オ男子は86 ＇＊＇、女子 76 ＇＊＇が健康で全〈外出に支障が
念い。 75オの男子、女子は共1'(54%、80オの男子40%、女子24
%であって、年令とともK健康念ものは減っている。不自由であるものも
含めて、外出出来ると考えられる者は、 65オはほぼ全部、 75オでは9
割、 85オでは7割である。
｜＼ 男子 女 子 平均65 75 85 65 75 85 包黒 江東
寝たきり 2.0 4.7 2 o. 2.0 1 6.0 役0 5.6 
入 院 2.0 2.2 2.0 0.8 t4 
その他 96.0 9 5.3 7 ZS 9 8.0 98.0 84.0 9 0.2 9 3.0 
表－13 寝たきり老人Kついて
7. 表－13の様K寝たっきりの老人は、 65オではほとんど少左いが、75 
オ男子では5%、女子は2%、そして 85オK念ると 20%近くを占める。
話！ 男子 女 子65 75 85 65 7 5 85 
好き 5吸2 4 z 6 3 z 2 5 2.0 4 6.0 2 7.1 
嫌い 3 8.8 5 2.4 5 1.2 4 8.0 5 2.0 7 9.2 
不可 2.0 1 1.6 2.0 1 4.6 
表－14 外出 Vてついて
8. 外出Kついて、外出を好むか、好ま念いかは、年令が高〈念ると外出を
好ま念い老人が増える。 65オでも外出を好ま念い老人が4割もいる。女
子の方が外出を好ま念い傾向があった。
虫 外出先の訪問では、友人の家、しんせきの家と答えるものがもっとも多
いが、 65オの男子の場合は、パチンコ店、飲屋、芝居、映画、などと答
える者が多い。地域施設（老人クラブ等）え出かけるクースはほとんどの
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対象Kは出てと念かった。
職業に関する事
＼ ＼ 男子 女 子
6 5オ 75オ 85オ 6 5オ 7 5オ 7 5オ
無職のもの 2 0 7 0 7 9 7 6 9 6 1 0 0 
職業をもつもの 8 0 3 0 2 1 2 4 4 一
経 営 2 0 一 4 0 
商 業 1 0 1 7 1 7 
職 人 1 0 一
工 員 一 一
事務員 2 0 3 3 
雑 役 一 一
その他 4 0 5 0 6 0 8 3 1 0 0 一
表－ 15 職業 K関するとと
10.職業をもつものの比率は、年令が上ると減少する。 65オ代は男子が80
~沙靖職者であり、文 6 5オ代の男子は職種構成も多彩である。 85オの
場合でも男子は経営念どK参画している場合には有職者たり得るとともあ
るわけである。その他のクースは全〈念い。
男 子 女 子
65 75 85 65 75 85 
自分の生活のため 29.8 21. 4 33.3 71.4 
家族の生活のため 55.3 ヱ1 3 3.3 7.1 75.0 
弔宮Z古のEたhめaでIAは念い、遊ん 1 0.6 5 a.a 3 3.3 7. 1 2s.a 
健 康 の た め 2.1 1 4.3 1 a a 
手不足のため手伝っている 7.1 7. 1 
とずかい銭を得るため
そ の 他 2.1 7.1 
表－16 就労理由
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1.男子65 オでは就労の理由が、 F 家族の生活 F が 55~、’自分の生活
のためFが30 %で大部分を占めるが、 75オではとの2つの理由か誠少し
し、グ遊んでいるよ b良いH、F健康のためFの理由が多〈を占める。
言よ 男子 女 子6 5 7 5 8 5 6 5 7 5 8 5 
続けたい 8 2.9 5 8.3 5 0.0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 
やめたい 2.9 3 3.3 5 0.0 
もっとやりたい 1 4.3 8.3 
表－17 仕事継続の意志
12.男子65 オでは 83~ 、 7 5 オ 60~ 、 8 5 オ50~が続ける希望を示
し、もっと仕事をしたいという回答例も合わせて、 75オまでは就労Kつ
いて意欲的であるととが示された。
出で 男子 女 子6 5 7 5 8 5 6 5 7 5 8 5 
必要な い 役1 3 6.7 4 5. 7 6 4.9 5 2.0 5 0.0 
した〈左い 呪1 6. 7 8.6 2.0 
で き 念 い 5 4.5 4 0. 0 3 7.1 1 8. 9 2 6.0 4 1.7 
適当念仕事ががハ 2 z 3 1 6.7 8. 1 1 6.0 2. 1 I 
家族が反対する 2.9 2. 7 2.0 6. 3 
そ の 他 5. 7 5.4 2.0 
表－18 仕事をし左い理由
13.仕事をしてい念い者K対して、仕事をしてい念い理由を設問したが、適
当左仕事が念いという理由のもの27%(65オ）は一般的K言って問題
と走るととろではある。 65オの女子、 75オ、 85オの老人の場合は、
H仕事をする必要が念い’と答えたものが40-60＇－＇あるの
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日常の生活
＼＼＼ 
男 子 女 子
65 75 85 6 5 7 5 85 
プラプラしている 4 5.5 4 0.7 3 8.9 8.1 8.5 5 5.1 
テレピ、家事、外出 4 5.5 4 8.1 4 7.2 7 8.4 7 4.5 4 0.8 
老人クラフ二映画等外出 担1 2.8 6.1 
そ の 他 1 1.1 1 1.1 8.1 1 9.1 Z1 
表－ 19 仕事をしてい念い老人の週自の生活
＼＼＼ 
男子 女 子
65 75 85 65 75 85 
平日と変わらず 1 a a 9 2.6 9 4.6 8 8.6 9 3.2 1 a a 
日曜、会合、出席 3.7 2.7 2.9 4.5 
日曜れのをととを決めてあ
りそ 8.6 
そ の 他 3.7 2.7 2.3 
表－2a 仕事をしてい念い老人の日曜日の生活
14.仕事をしてい念い老人の週日の生活は、男子は各年代ともHねたり、会
きたり、ぶらぶらしている者Fが4a＂＇前後、 F テレピを見たり家事をし
たり’している者がaa ＂＇近〈を占める。 85オ代では積極的K外出する
ととは考え難い。日曜日の生活も、週日の生活と全〈変わら念いとするも
のが大半を占める。 （表ー 21 ) 
15.仕事をしている老人Kとって偽日曜日の生活は、のんびb休むという様
に日曜日を日曜日として考えている者は、 65オ、 75オの男子1'(50%
近〈あるだけである。 （表ー 22) 
-1与一
ιぉケ 男 子 女 子65 7 5 85 65 75 85 
平日と変わ邑ず 3 5.0 2 8.6 5 7.1 5 3.3 1 0 0 1 0 0 
ノンピリする 47.5 5 0.0 1 4.3 3 3.5 
日曜の会合に出席 5.0 7. 1 6.7 
て日曜ら日りそにれすをるすとるとnを決め 2.5 1 4.3 2 8.6 6.7 
そ の 他 5.0 
表一21 仕事を持っている者の日曜日の生活
男子 女子
65 I 75 I 85 I 65 I 75 I 85 
い る 4 2.0 I 5 8.1 I 6 4.4 I 3 8.o I 3 6.o I 3 8.8 
い念い 5 8.o I 4 1.9 I 3 5.6 I 6 2.o I 6 4.o I 6 1.2 
表一22 近所K親しい親せきが住んでいるか
16.親せきとの交際KついてみるためV亡、親せきが住んでいる状態Kついて
きくと、 40～6 0 %の人達が親しい親せきが住んでいる状態Kあり、と
の親せきとは親し〈交際している状況がみられる。
男 子 女 子
6 5 7 5 85 6 5 75 8 5 
ν、 る 5 8.1 8 2.1 9 0.9 3 6.0 8 1.8 
い 念 ν、 4 1.9 1 7.9 役1 6 4.0 1 8.2 
表－23 親しい親せきとの交際
男 子 女 子
6 5 、 7 5 85 65 75 85 
ν、 る 4 8.0 5 6.1 4 3.2 6 8.0 4 8.0 4 2.0 
u、 ~ い 5 2.0 4 3.9 5 6.8 3 2.0 5 2.0 5 8.0 
表－24 友人との交際
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17.親しい友人が近所Kいるかどうかは、約半数の老人がいると答えている
が、年令層か胃〈念る!tc:吋 1て、やや交際の度合いはbちるようである。
趣味について
＼＼＼ 男子 女子
65オ 75オ 85オ 6 5オ 75オ 85オ
碁 、 将 棋 ① ② 
bどり、民謡、小唄 ③ ① ぼ〕
プア L〆 ピ 等 ① ① ② ① ① 
続 書 ＠ ② 
酒、パチンコ等の娯楽 ② ③ 
ス ポ 一 ツ的 ③ 
茶道、華道、書道 ③ 信〕
映 商、芝 居 ③ 
表－25 趣味 K ついて
18.趣味について回答したものから、上位8種類のものVてついて年代別に願
位をもとめてみると、テレピ等と答えたものが多〈、その他男女別にちが
いはあるが、ほほ老人の趣味の一般像をしめしている。テレピは何を見る
かという設問Kは、と＜ !tc:はっきりした回答は念〈、結局何と念〈ひまつ
ぶしをしているという傾向と考えられる。
私二ゐ？と膚 男子 女子65オ 75オ 85オ 65オ 75オ 85オ
老人クラブを知っている。 72 95 61 68 71 76 
老人クラフ．を知ってい念い。 28 5 39 32 29 24 (Sf) 
千人よク〈行ラブ＜~臥している 1 0 5 8 1 3 
子人あクラブK臥念いし〕ているまb行か 14 45 22 27 33 1 7 
老（将人来クもラ行ブかK加念い入3してい念い 73 40 67 59 50 70 
千人加入クラしブたいK1)0入してい念い 1 3 5 1 1 9 9 一 （錫
表ー26 老人クラブについて
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1虫各年令階層を通して 60～70%の老人が、老人クラブの存在を知って
いる。逆l'L30%近い老人は老人クラブを知ら念いという点は注目してb
きたい。積極的、消極的左活動を含めて、男子では75オが老人クラブと
治叫品わる姿勢を見せ、 65オ（若いためか〉、 85オtてはそれが少念い。
女子では30～4 0婦が老人クラブK関連した意識を持つ。
加入した〈念い、将来とも加入した〈念いとする者は、各年代を通じ50 
～7 0係近い。 75オ代の老人のみその値は少念い。加入した〈念い理由
としては F何と左〈気がすすまないFという理由が30～45%を占める。
老人いこいの家について
階層 男 子 女 子
老人いといの家Vてつい 65オ 75オ 85オ 6 5:オ 7 5:オ 85オ
老人いといの家を知っている 76 60 58 60 58 38 
， 知ら念い 24 40 42 40 42 62 
’i Kよ〈行〈 4.5 5.6 一 一 .5 一
H に時々行〈 1 0 0 5 一
老人の家には行〈気念し 7 7.3 7 8.0 83 78 77 83 ， 行か念いが行っ 1 8.2 1 1.1 1 1.1 20 1 5 てみたい 一
表一27 老人いといの家Kついて
20.老人いといの家については各年令層とも、老人いといの家を60～7 0 
%の老人が知っている。知ら念い者Vても説明してのち設問した結果では、
’よく行（ H H時々ゆ＜＂の積極的左利用は、男女各年代層を通じて 10 
¢程度である。庁行〈つもりは念いH という回答は70～9 0係近〈を占
め、 ζの地区の老人の意識を示す。との理由Kついて設問した結果では、
年代と男女の別でかなり違ってはいる。
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居住地のある目黒の標値
21. 目黒区K沿いては 90~以上の老人が現住区K住んでいたいという理由
を示す。との理由は、長い間住んでいるとか、他K移り住むととろも念い
から、というものが多い。又現在住んでいるととろについては、全体~86
~の老人が、移転するととを好ま念ν、
まとめ
老人の寿命は次第K長〈念ってきているが、老人の身体も、健康念者が
多〈、充分在社会的活動ができる条件を備えた者も多い。男子は75オ代
~~いて老人と考える ζとができる様である。 6 5オ代は朱だ壮年の意識
と生活をもっ。女子は65オ代で、ナでK老人の意識と生活を持ちはじめ
る。一般K生活は受動的で、閉鎖的である。老人の地蜘句念社会活動の展
開K対しては、無関心あるいはきらう傾向すらみえる，幸福念部類だろう
という答をもつものは多い。老人と考えられる年令でも、 75オと 85オ
とではその生活と意識とはか念り異念り、特に男子の場合であるが、女子
はそれが少念い。趣味Vてついてはか念り一致した答が出ている。
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